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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年5月16日(2013.5.16)

【公表番号】特表2009-500411(P2009-500411A)
【公表日】平成21年1月8日(2009.1.8)
【年通号数】公開・登録公報2009-001
【出願番号】特願2008-520294(P2008-520294)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/353    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7048   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  36/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 311/62     (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  17/065    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  31/353   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/7048  　　　　
   Ａ６１Ｋ  35/78    　　　Ｃ
   Ａ６１Ｐ   9/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   7/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 311/62    　　　　
   Ｃ０７Ｈ  17/065   　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年3月26日(2013.3.26)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
内皮障害を有する対象において、末梢血管疾患を予防または治療するための組成物であっ
て、下記式Ａｎを有する化合物、あるいは医薬品として許容されるその塩を含み、かつ他
の血管拡張治療剤を含まず、前記化合物が、カカオ抽出物、カカオ固形物、またはココア
パウダーとして提供されることを特徴とする組成物。



(2) JP 2009-500411 A5 2013.5.16

【化１】

（ここで、
ｎが１ないし１８の整数である；
Ｒがαまたはβ立体化学を有する；
ｎ＝２から１８の場合、Ｘがαまたはβ立体化学を有する；
ＲがＯＨ、Ｏ－糖またはＯ－没食子酸である；
Ｃ－４、Ｃ－６およびＣ－８の置換基はそれぞれＸ、ＺおよびＹであり、および単量体単
位の結合はＣ－４、Ｃ－６またはＣ－８で起こる；
任意のＣ－４、Ｃ－６またはＣ－８が別の単量体単位と結合していない場合、各Ｘ、Ｙま
たはＺは水素または糖である；および
糖は必要に応じてフェノール基で置換されている。）
【請求項２】
ＲがＯＨであり、および任意のＣ－４、Ｃ－６またはＣ－８が別の単量体単位と結合して
いない場合Ｘ、ＹおよびＺが水素であることを特徴とする請求項１記載の組成物。
【請求項３】
前記末梢血管疾患が、レイノー病、末梢動脈疾患（ＰＡＤ）、間歇性跛行症、細小血管炎
、血管けいれん、静脈血栓症、静脈不全症、リンパ不全症、重症四肢虚血、急性四肢虚血
、アテローム塞栓症、および下肢虚血から成る群から選択されることを特徴とする請求項
１または２記載の組成物。
【請求項４】
前記対象が末梢血管疾患に罹患するヒトであることを特徴とする請求項１または２記載の
組成物。
【請求項５】
前記対象が末梢動脈疾患に罹患するヒトであることを特徴とする請求項１または２記載の
組成物。
【請求項６】
前記対象が間歇性跛行症に罹患するヒトであることを特徴とする請求項１または２記載の
組成物。
【請求項７】
前記対象がレイノー病に罹患するヒトであることを特徴とする請求項１または２記載の組
成物。
【請求項８】
ｎが２であることを特徴とする請求項１から７いずれか１項記載の組成物。
【請求項９】
内皮障害を有する対象において、レイノー病、末梢動脈疾患（ＰＡＤ）、間歇性跛行症、
細小血管炎、血管けいれん、静脈血栓症、静脈不全症、リンパ不全症、重症四肢虚血、急
性四肢虚血、アテローム塞栓症、および下肢虚血から成る群から選択される症状を治療ま
たは予防するための組成物であって、下記式Ａｎを有する化合物、あるいは医薬品として
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許容されるその塩を含み、かつ他の血管拡張治療剤を含まず、前記化合物が、カカオ抽出
物、カカオ固形物、またはココアパウダーとして提供されることを特徴とする組成物。
【化２】

（ここで、
ｎが２ないし１８の整数である；
Ｒがαまたはβ立体化学を有する；
Ｘがαまたはβ立体化学を有する；
ＲがＯＨ、Ｏ－糖またはＯ－没食子酸である；
Ｃ－４、Ｃ－６およびＣ－８の置換基はそれぞれＸ、ＺおよびＹであり、および単量体単
位の結合はＣ－４、Ｃ－６またはＣ－８で起こる；
任意のＣ－４、Ｃ－６またはＣ－８が別の単量体単位と結合していない場合、各Ｘ、Ｙま
たはＺは水素または糖である；および
糖は必要に応じてフェノール基で置換されている。）
【請求項１０】
前記化合物がエピカテキンまたは医薬品として許容されるその塩であることを特徴とする
請求項１から９いずれか１項記載の組成物。
【請求項１１】
前記化合物が（－）－エピカテキンであることを特徴とする請求項１０記載の組成物。
【請求項１２】
（i）容器；
（ii）下記式Ａｎを有する化合物、あるいは医薬品として許容されるその塩の有効量を含
む、前記容器内の組成物、および
（iii）内皮障害を有する対象において、末梢血管疾患を予防または治療するために前記
組成物を使用することを指示する説明書、を含み、
　前記組成物が他の血管拡張治療剤を含まず、前記化合物が、カカオ抽出物、カカオ固形
物、またはココアパウダーとして提供されることを特徴とする製品。
【化３】

（ここで、
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ｎが１ないし１８の整数である；
Ｒがαまたはβ立体化学を有する；
ｎ＝２から１８の場合、Ｘがαまたはβ立体化学を有する；
ＲがＯＨ、Ｏ－糖またはＯ－没食子酸である；
Ｃ－４、Ｃ－６およびＣ－８の置換基はそれぞれＸ、ＺおよびＹであり、および単量体単
位の結合はＣ－４、Ｃ－６またはＣ－８で起こる；
任意のＣ－４、Ｃ－６またはＣ－８が別の単量体単位と結合していない場合、各Ｘ、Ｙま
たは Ｚは水素または糖である；および
糖は必要に応じてフェノール基で置換されている。）
【請求項１３】
前記化合物がエピカテキンまたは医薬品として許容されるその塩であることを特徴とする
請求項１２記載の製品。
【請求項１４】
前記化合物が（－）－エピカテキンであることを特徴とする請求項１３記載の製品。
【請求項１５】
ｎが２～１８であり、ＲがＯＨであり、および任意のＣ－４、Ｃ－６またはＣ－８が別の
単量体単位と結合していない場合Ｘ、ＹおよびＺが水素であることを特徴とする請求項１
２記載の製品。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　末梢血管疾患および、末梢および／または細小血管に影響する他の症状もまた、血管拡
張によって利益を得ることができる。ＳＭＣによって囲まれているすべての血管は、ＮＯ
の変化に反応して拡張しうる。しかし、一般的に、大血管はＮＯに強く反応する。大血管
が細動脈に変わる際、血管は組織床とより密に結びつき、これらの血管は、内皮細胞によ
るＮＯ産生増大に反応するのみならず、他の血管拡張剤、アデノシンおよびプロスタグラ
ンジンＩ２といった化合物（これらの化合物は直接ＳＭＣに作用しＮＯ非依存性弛緩を誘
導する）のレベルの局所変化にも反応して、拡張するように影響を受ける。さらに、内皮
が損傷を受け、または障害が起きて(compromised)、ＮＯが血管系を十分弛緩させるのに
十分でない場合に、他の血管弛緩剤を使用する必要がある。出願人は、ここに記載の化合
物が、ＮＯ非依存性血管拡張によって利益を得ることができる用途に使用されうることを
見出した。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
　データは、ここに記載の化合物の作用のＮＯ非依存性機構を支持する。ＬＮＮＭＡ（Ｎ
Ｏ合成、およびしたがってＮＯ依存性内皮弛緩の阻害剤）を投与された被験者３名全員で
、ＲＨ値の劇的な低下が観察された。被験飲料がその後に投与された際、ＲＨ値の劇的な
上昇が、ＬＮＭＭＡが系内に存在していても観察された。これは、ＮＯ非依存性機構を介
して血流が影響を受けたことを示す。末梢血流／血管拡張は、ＮＯおよびＮＯ非依存性血
管拡張剤の両方の関数である。内皮由来ＮＯは血管緊張の最も重要な媒介因子の一つであ
る；しかし、ＮＯは血管緊張を調節する唯一の化合物ではない。そのため、ＮＯ非依存性
機構を介して作用できることは、本発明の化合物が、無傷の(intact)内皮とは独立した、
微小血管系に対する重要な血管拡張作用を発揮しうることを意味する。内皮に何らかの障
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害が起き(compromised)、および十分なＮＯを生成できない場合に、本発明の化合物が内
皮に依存しない態様で作用するという事実は、以前には予測されなかったより大きな治療
上の利益を提供する。
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